
１　事業の成果

２　事業の実施に関する事項

（１）　特定非営利活動に係る事業

実施 支出額

日時 (千円)

主として航空機を利用し、沖
縄県離島、過疎地等、救急医
療を必要とする人々に対して
これを無償で行う。

通年 3,192

MESH活動を市町村や企業と
タイアップし、各種イベントに
おいて会員募集活動、募金
活動を実施。インターネット等
も活用

通年 4,152

事業名

定款の

平 成 平 成 平 成 平 成 ２ ０ ２ ０ ２ ０ ２ ０ 年 度 事 業 報 告 書年 度 事 業 報 告 書年 度 事 業 報 告 書年 度 事 業 報 告 書

特定非営利法人　メッシュ・サポート

沖縄県民、来
沖商用者、観
光客

場所

法人成立の日から平成２１年３月３１日まで

人数

従事者の

沖縄県民、来
沖商用者、観
光客

範囲及び人数

受益対象者の実施
事業内容

30人

20人

沖縄全島

沖縄全島

MESH事業支援
募金活動

MESH事業

地域医療支援ボラン
ティア活動の普及、
啓発

その他上記に付帯す
る支援、企画、運営、
コンサルティング事業

僻地・離島住民に対す
る医療支援

主として航空機を利用
した救急医療事業の
調査・研究及び情報
提供

地域災害ボランティア
活動の普及、啓発

しました。このような活動が地域に広く理解されることとなり、名護市が中心となり北部広域として、国、県に対してメッシュを沖縄県

２機目のドクターヘリとして指定するべく陳情が行われました。又、11月14日には正式にNPO法人としての登記を終え、ここに名実

平成20年度は、６月6日よりNPO設立準備室として活動を開始しました。1ヶ月で約400万円のサポーター、パートナー会費、

及び寄付がよせられ、この結果北部地区医師会が6月30日を以って運航をやめたメッシュ救急ヘリ運航を半月延長し救命救急

活動を継続する事ができましたが、7月16日を以って運航休止となりました。これ以降現場のフライトドクター、ナースが中心と

なりメッシュ救急ヘリの運航を再開すべく、市町村、有力企業とタイアップをはかり、県内各所にて会員募集、募金活動を展開

ともに、MESH救急ヘリを再開する体制が整いました。この結果、多くの市町村より高額の寄付、助成が行われ、又、サポーター、

パートナーの会員数も増え、本年3月には8,000名以上の組織となり、来期への正味財産を約4,500万円計上することができました。

次期はさらに名護市より助成金がおりることが決定しております。そこでこれらの資金をもとに、メッシュ救急ヘリの運航を6月中旬

より半年間の運航再開をすることを決定しました。



（２）　その他の事業

実施 支出額

日時 (千円)事業名

定款の
事業内容

実施 従事者の 受益対象者の

場所 人数 範囲及び人数

MESHブランド、サブブ
ランド開発、商品企
画、販売

会員等の親睦を図る
事業

建築設計及び監理の
請負

各種イベント企画、運
営



（単位：円）

現金 79,384 短期借入金 271,950

預金 42,187,733 預り金 16,000

未収入金 3,000,000 287,950

45,267,117 287,950

工具器具備品 282,625 0

45,261,792

(45,261,792)

282,625 45,261,792

45,549,742 45,549,742

科 目 金 額

当期正味財産

設立時正味財産

平成２１年３月３１日現在

特定非営利活動特定非営利活動特定非営利活動特定非営利活動にににに係係係係るるるる事業会計事業会計事業会計事業会計　　　　貸借対照表貸借対照表貸借対照表貸借対照表

科 目 金 額

特定非営利法人　メッシュ・サポート

１．流動資産

Ⅰ　資産の部

１．流動負債

Ⅱ　負債の部

流動負債合計

負債合計

資産合計

固定資産合計

２．固定資産

流動資産合計

Ⅲ　正味財産の部

負債及び正味財産合計

正味財産合計

（当期正味財産増加額）




